
アレイデザインの作成

カスタムアレイ作成の流れ

※プローブグループごとに繰り返し数を指定でき
ます。またStep1で異なる方法で結果を得たプ
ローブグループでも同じアレイに搭載可能です。

Probes Probe Groups Microarray Designs
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プローブの検索･選択、プローブ設計
あるいはプローブのアップロードを行い
ます

その結果をプローブグループ
として保存します
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アレイフォーマットを選択し、アレイに
載せるプローブグループおよび繰り
返し数※を指定します。

Order※

Probe Group Ⅰ x 3

Probe Group Ⅲ x 2
1x244K

2x105K

4x44K

8x15K

Probe x

Probe y

Probe w

・
・
・

※StatusをSubmittedに
する必要があります。

Step1 Step2

アップロー
ド

プローブ設計
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アレイデザインの作成

カスタムアレイ作成の流れ

Step1. Probe Groupの作成
下記いずれかの方法で収集したプローブをグループ化します。

-カタログアレイに搭載されている目的のプローブを検索

-HD-CGHあるいはHD-ChIP(アジレント設計済みのプローブ)から、

目的のプローブを検索(CGHおよびChIPのみ）

-手持ちのプローブリストをeArrayにUpload

-遺伝子発現プローブを設計

Step2. アレイデザインの作成
フォーマットを選択し(1x244K, 2x105K, 4x44K, 8x15K)、
Step1で作成したプローブグループを指定します。
※複数のProbe Groupを指定できます。

グレー字の方法は別資料をご参照ください。
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アレイデザインの作成

アプリケーションタイプの確認
1. 作成したいマイクロアレイのアプリケーション(Expression、CGH、ChIP)を確認します。

3. 異なるアプリケーションの場合は、Switch Application Typeをクリックし、該当するアプリケーションに
変更します。

2. eArrayのログイン画面の右上で、該当するアプリケーション画面になっているかを確認します。

・Expression、CGH、ChIPのいずれかを選び、Changeをクリック

・Set As Default View Typeにチェックを入れ、Saveをクリックするとロ
グイン時のアプリケーションとして選択されます。

p3



アレイデザインの作成

Step2_カスタムアレイデザインの作成

1．eArrayのログイン画面の右上で、作成したいマイクロアレイのアプリ
ケーション(Expression、CGH、ChIP)を確認します。

2．”Home”タブの”Design Wizards”内で
“Custom Design Guidance”をクリックし、Agilentの推奨条件をご確認ください。

3.  ”Create a Microarray Design from Existing ProbeGroup(s)”を選択し、
“Next”をクリックします。
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アレイデザインの作成

Step2_カスタムアレイデザインの作成とSubmit

4．別ウィンドウで表示された項目を順次選択していきます。

はじめに生物種を選択します。該当する生物種がない場合は、
Naを選んでください。”Next”をクリックします。

左の欄に、必要なステップおよび現在のステップが示されます。
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アレイデザインの作成

5．”Microarray Name”を記入し(半角)、”Design Format”をプルダウンから選
択します。”Next”をクリックします。
必要に応じてFolderの選択、DescriptionあるいはKeywordを入力します。

※遺伝子発現の場合、スパイクインキットに対応しているプローブは自動的に搭載されます。

※Linkerについて
アジレントは60merでQCを行っており、総長60merを推奨しています。
60merに満たないプローブが含まれる場合、Linkerを足すことが可能です。
アジレントが設計したプローブ(HD-CGH/HD-ChIP、カタログアレイ搭載のプローブ)

に対しては必要ありません。リンカーを含めて最長60merが指定可能です。

Step2_カスタムアレイデザインの作成とSubmit
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アレイデザインの作成

6．”Add”をクリックし、アレイに搭載するプローブグループを選択します。

①

②
③

④

①プローブグループ名を
入力し検索します

②表示された結果から、
該当するものを選択
します。選択すると、
背景が黄色に変化します

③”Add>”をクリックします

④選択したプローブグループ
が右の欄に表示されたの
を確認し、”Done”を
クリックします

複数のプローブグループを指定する場合は、上記作業を繰り返します。

Step2_カスタムアレイデザインの作成とSubmit
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アレイデザインの作成

7．各プローブグループに対し、
Control Typeは”biological”を選択※

Ｒｅｐｌｉｃａｔｅでは繰り返し数を指定し“Next>>”をクリックします。

Enable Microarray set:搭載可能数を超えた場合、複数アレイにまたがるデザインのセットとして
設定できます(同一スライドグラスに複数のアレイデザインを載せることはできません)。

Fill Microarrays:指定したプローブグループから、ランダムに選ばれたプローブで
ブランクを埋めることができます。

残りの搭載可能数は
”Number of Available 

Featuresで確認できます 。

※posあるいはnegは、実験後
画像を数値化する際、いろいろな
基準として用いられるプローブです。
生物学的なコントロールプローブでは
ありません。
バイオロジカルプローブは全
て”biological”を選択してください

Step2_カスタムアレイデザインの作成とSubmit
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アレイデザインの作成

8．作成するデザインのStatusを選び、”Save”をクリックします。

後ほどデザイン内容を変更する可能性がある場合は、”Draft”あるいは”Review”に、
オーダーする前にデザイン内容を確認する場合は”Complete”、オーダーする場合は
“Submit”を選択してください。
後からStatusを変えることができますが、CompleteやSubmitにした場合、
ReviewやDraftに変更することはできません。オーダーする前に、デザイン内容を確認してください。

Step2_カスタムアレイデザインの作成とSubmit

Draft/Review/Completeを選択した場合；”9.”に進んでください
Submitを選択した場合；”15. ”に進んでください
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アレイデザインの作成

9．”Submit”以外の場合は、下記画面が表示されます。
“Close”をクリックします。
前画面で”Submit”を選択した場合は、”アレイデザインのSubmit”を
ご参照ください。

Step2_カスタムアレイデザインの作成とSubmit
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アレイデザインの作成

作成されたアレイデザインは、5．で指定されたフォルダ内に自動で保存されます。
オーダーする前に、デザイン内容を確認してください。

10．”Microarray”タブから、 ”Search”あるいは”Browse ArrayDesign”で
該当アレイを表示させます。Actions欄のリンクからデザインの確認を行います。

View:該当アレイデザインの内容を表示。
Edit:アレイデザインの変更(StatusがDraftあるいはReviewのみ、次ページ参照)。
Download：該当アレイデザインのファイルをダウンロード(StatusをComplete

あるいはSubmitにした場合のみ、次々ページ参照)。

0XXXXX

Step2_カスタムアレイデザインの作成とSubmit
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アレイデザインの作成

11. Actions欄の”Edit”をクリックすると下記画面が表示されます。
変更を加えた後、画面下方の”Save”をクリックします。

DraftもしくはReview

の場合変更可能です

Statusの変更が可能です(Completeや
Submitにした場合、ReviewやDraftに
変更することはできません)。

＊Collaboration spaceで上記操作をする場合は、別紙Collaboration spaceについての資料をご覧ください。

Step2_カスタムアレイデザインの作成とSubmit
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アレイデザインの作成

カスタムアレイデザインの確認(ファイルを入手する場合)

12. Actions欄の”Download”をクリックすると下記画面が表示されます。
“File write in progress”というメッセージが表示されたら、デザインファイルの
作成中ですので、しばらく時間をおいて確認をしてください。

BED: UCSCのGenome BrowserでカスタムトラックとしてインポートできるBedファイル

EXTERNALFULLGEML: Feature Extraction, CGH Analyticsにインポートできるデザインファイル

GAL: GenePixで使用できる形式のデザインファイル

SEQUENCELIST： プローブ配列のリスト

TDT: アレイ上のスポット位置情報を含んだ、タブ区切りのテキストファイル

適当なファイルをダウンロードし、デザイン内容がご希望通りかご確認ください。

ダウンロードができない場合は、
Ctrlキーを押しながらダウンロードしてください。

Step2_カスタムアレイデザインの作成とSubmit
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アレイデザインの作成

13．”Microarray”タブから、”Browse ArrayDesign”あるいは”Search”から
該当アレイを表示させます。Actions欄の”Submit”をクリックします。

14．確認画面がでるのでコメントを入力し、”Design check listをクリックします。

0XXXXX

Step2_カスタムアレイデザインの作成とSubmit
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アレイデザインの作成

15．チェックリストの全ての項目を確認しチェックを入れ、”Done”をクリックします。
“Design check list”横にチェックが入っている事を確認し、”Yes”をクリックします。

ν

“Close”をクリックします。

Step2_カスタムアレイデザインの作成とSubmit
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アレイデザインの作成

＊デザイン途中で6ヶ月経ったもの、あるいはデザイン終了後6ヶ月間オーダーされなかった
デザインは自動的にProbe Groupごと削除されますのでご注意ください。

0XXXXX

16. ”Microarray”タブから、”Browse ArrayDesign”あるいは”Search”で
該当アレイを表示させます。
“Status”欄が”Submitted”になっていること、 “Design Number”欄に0から始まる
6桁の数字が表示されていることを確認してください。

また無事Submitされると、メールにてその旨をご連絡します。

StatusをSubmittedにしないと、オーダーができ
ません。
Submitされたことを知らせるメールが到着した後、
弊社営業所あるいは弊社製品取扱店にDesign 

Numberおよびスライド枚数をお伝えください。

オーダーする前に、デザイン内容がご希望通りか
確認してください。

Step2_カスタムアレイデザインの作成とSubmit
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